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東北地質調査業協会誌『大地』2023.3 月 第 63 号の『おらほの会社』コーナー

に弊社の紹介記事が掲載されました。会社概要や業務内容、CSR 活動、女性の

チカラを活かす企業認証、社内行事等について紹介させていただいております

ので、機会がございましたら、是非、一読して頂けると幸いです。 

弊社ホームページのブログにて詳細を投稿して 

おりますので、併せてよろしくお願いします。 

株式会社建設技術センター

令和5年3月 13日に職場健康づくり宣言

認定書をいただきました。 

「職場健康づくり宣言」とは従業員の健

康を重要な経営資源ととらえ、健康増進

に積極的に取り組む企業経営スタイル

(健康経営)のことを言い、全国健康保険

協会が認定するものです。具体的には、

社内に健康づくり担当者を設置したり、

会社独自の健康増進対策に取り組むこと

により、労働力を維持・確保することが

目的となります。弊社ではこれらの取り

組みを通して、より良いサービスを提供

できるよう精進して参ります。 

職場健康づくり宣言

Q5.休日はどのように過ごしていますか？ 

Ａ5.ご飯をまとめて炊いたり、作り置きおかずを作ったり

しています。サウナに行くこともあります。 

Q9.今後の目標とやりたいことをお聞かせください。 

Ａ9.覚えたことをしっかり定着させ、お客様や会社に貢献し

たいです。化石やきれいな石を見つけてみたいです。 

Q8.子供の頃になりたかった職業はなんですか？ 

Ａ8.あまり覚えていませんが、職業と言うより「もの」にな

りたがっていたような気がします。 

Q7.好きな食べ物はなんですか？ 

Ａ7.からあげです。 

Q10.最後に読者の皆様へメッセージをお願いします。 

Ａ10.一生懸命頑張ります。ご指導よろしくお願いします。

Q1.当社に入社を決めた理由を教えてください。 

Ａ1.会社見学の際、様々な機械や試験の様子を見て、 

面白そうだと思ったからです。 

Q3.新人研修はどうですか？ 

Ａ3.聞き慣れない言葉が多い（ほとんど）ですが、知識が 

増えていく感じが楽しいです。 

Q4.趣味や特技はありますか？ 

Ａ4.サウナや音楽を聴くこと。ピアノを弾くことです。 

Q2.社内の雰囲気はどのように感じましたか？ 

Ａ2.声を掛けてくださる方が多く、とても温かい雰囲気

だと感じています。 

Q6.自分を動物に例えるとすればなんですか？ 

Ａ6.ほわほわしていて、うさぎみたいだそうです。（親友曰く）

『オフィスでやさい』始めました

岡崎です！

建設技術センター内に⼩さなコンビニがやって参りました。2 ヵ⽉の
トライアル期間を終え、反響が⼤きいことから継続的に実施すること
にしました。運営⽅法はとても簡単 毎⽉ 15 ⽇までに 1 か⽉分の商品
を選び、毎週⽉曜⽇に配達をしてもらうだけ。賞味期限や冷蔵庫の配
列等は当社で管理しますが、利⽤している⽅々からは「スーパーで買
うよりも安い商品があるし、外に買いに⾏く⼿間を考えると⼤変助か
る」と⾔う意⾒を多数 
いただいております。 
さらに決算⽅法も簡単  
アプリを登録して電⼦ 
決済すれば簡単に購⼊ 
できるんです。 
おすすめですよ。 

第 11 回安全大会・QC 発表会報告

今年も待望の新入社員が入社いたしました。 
試験部に配属となりました岡崎このみさんです。 
編集部では、早速、インタビューを実施いたしました。

当社では去る 4 月 21 日(金)に『第 11 回安全大会・QC 発表会』を開催いたしました。

コロナウイルス感染防止のため、会場を借りて開催するのは実に 3 年ぶりとあって、何と

なくよそよそしい？雰囲気のなかで開催が宣言されました。最初に鈴木代表より開催に

あたっての挨拶があり、次に石川取締役から新入社員の紹介を経て、メインイベントであ

る QC 発表会が行われました。QC 発表会は社内の全 9 サークルを対象に、午前の部

は「テーマ 1」、午後の部は「テーマ 2」の活動発表を行いました。各サークルの発表後

には質疑応答の時間が設けられ、活発な意見交換が行われた結果、予定時間を超

過するほどの熱い議論が繰り広げられました。QC 発表会終了後には安全大会が開催

され、安全管理室の樋口課長からの安全講話、イラストを用いたグループワーキングと

続き、最後に安全標語の表彰が行われました。安全標語は、大会に先立って、社内

従業員を対象に募集を行いました。応募された全ての標語を一覧にして社内に掲示し

た後に、皆の投票により優秀作品を選ぶものです。今回は最優秀賞 2 作品、佳作 6 

作品、特別賞 1 作品が選ばれました。なお、最優秀賞 2 作品については今後 1 年間、

当社の安全スローガンとして社内各所に掲示され、職場の安全意識向上等の安全啓

蒙活動に役立てられることとなります。その後、QCサークル活動の表彰が行われました。

年を追うごとに活動のレベルが向上しており接戦となりましたが、厳正なる審査の結果、

テーマ 1 の第 1 位は「ミラクル CRX」、第 2 位は「サークル D」、第 3 位は「つぶしやさん」

が入賞いたしました。テーマ 2 

の第 1 位は「サークル D」、第 2 位 

は「ミラクル CRX」、第 3 位は「にこに 

こ」となり、入賞の喜びと熱気が冷 

めやらぬ中、無事に安全大会・Q 

C 発表会を終えることができました。 

大会終了後は久々となる懇親会が 

開催され、普段はあまり接点のない 

従業員同士が親睦を深める良い機 

会となりました。今年度も、より一層 

活発な活動を行い、従業員皆が 

成長できるように精進いたします。 

読者の皆様もどうぞ温かい目でお 

見守りくださいませ。 
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Q5. 失敗談はございますか？ 

A5. 説明書や図面が英語で良くわからず、後でやり直しばかりしていま

す（笑） 
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ほ〜ん、、、、なんと３回⽬。まだ３回かぁ、、、、、“もだかだり”になりそうなので、すぐ本題へ。アボガド君。ん？訛ってる。
いやいや、、、、間違ってたぁ〜さてアボカド君。GW も過ぎ初夏の５⽉。陽気に絆されて“お外に出たい！”とアボカド君の声
が聞こえるかのようだったので、ウッドデッキの上へ移動。ほ〜、聞こえる聞こえるアボカド君の声が、、、「きも〇んよかぁ
〜！」。（？？〇の中は御年輩の⽅々の想像通りです！）今年も花芽は全く⾒えない( ﾉД`)ｼｸｼｸ…… （当たり前ですよね、
ご存じの⽅はくれぐれもチビ部⻑にはチャックで！）。この写真は、６⽉２３⽇給料⽇前のアボカド君。 
去年より葉の数も多く、⼤きく⾒えます。あら、ちらちら⾒えるポットや鉢は実際は⾒えていません 
よー、ご注意を。右隣は、この⼩部屋の HELLO と化した“レモンちゃん”ですね〜。訛っても“レモン 
ちゃん”、ひどく訛ると“レモンぢゃん”。どうでもいいな、この尺稼ぎ。では、レモンちゃんの今の詳 
細を⾒てみましょう。まず全体。（？あら、ちらちら⾒えるポットや鉢は実際は⾒えていませんよーご 

注意を。）レモンちゃんの葉は去年と同じです。やや⾊合いが悪く⾒えるのそのせ 
いです。今年はまだ出てきてません。ただ、花がいっぱい咲きました。写真が今 
いち、、、おゆるしのほどを。５⽉中に満開になって６⽉初旬にはなくなりました。 
お！お！お気づきでしょうか、、、、、、花の後は、、、、、そうです、実！！ 
去年の成果は１０個。今年は期待できそうです。 
２０個以上も確認できました。 
これが夏、、、、、でかく成⻑して、、、 
２０個以上！！！あはははははははは〜、チビ部⻑、 
この冬、うちのレモンちゃんの種、買いませんか？ 

          ※本記事は去年の 11 ⽉時点で寄稿いただいておりま 
したが、編集部の怠慢により掲載が遅れました(-_-;) 

趣味の達人コーナー寄稿大募集！
 趣味の達人コーナーでは皆様からの寄稿を募集中です！

 「我こそは！」と思う方はぜひご応募ください！ 

   応募先 ㈱建設技術センター CSR 企画室 髙橋宛 

   hoharu.takahashi@ctc-kengi.co.jp 

これまでヘルメットの着用が求められたのは、１３歳未満の子どもまで
でしたが、改正道路交通法の施行により、令和 5 年 4 月 1 日から全
ての自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化されました。 
道路交通法（令和 5 年 4 月 1 日以降） 
自転車を運転するすべての人がヘルメットをかぶることに努めなけれ
ばならないのはもちろんのこと、同乗する方にもヘルメットをかぶらせ
るように努めなければなりません。また、保護者等の方は、児童や幼
児が自転車を運転する際は、ヘルメットをかぶらせるよう努めなけれ
ばなりません。このように改正されるものの、取締りや罰則の対象に
はなりませんが、頭部を守ることは、命を守ることに直結する意識をし
っかりと持ち、ヘルメットを是非とも着用をしましょう。 

～警視庁ホームページ引用～ 

趣味の達人 第七回
趣味を楽しんでいる方にインタビューするコーナー 

アボガド成長日記 ～さらにその後～ 

連 

載 

 本コーナーは趣味を楽しんでいる方をご紹介するコーナーです。 

 第七回目はコンクリート岩石試験課の山口聡さんにインタビューさせていただきました。 

Q1. 釣り歴はどのくらいですか？ 
Ａ1. 渓流釣りは 4 年目です。 
餌釣りでヤマメ、イワナを釣っています。 

Q3. 魅力はなんですか？ 
A3．木製なので味わいがあります。船首像や大砲などの装飾品も独特な雰囲気
があります。写真に写っているのは、いま製作中のものとメルカリで完成形を買っ
たものです。 

Q2. きっかけは何だったのでしょうか？ 

Ａ2．昔の職場で知り合った方が渓流釣りをしてい

て面白そうだったので、教えてもらいました。 

Q7. 今後挑戦してみたい模型はありますか？模型作り以外でも良いです。
Ａ7．長崎やスウェーデンに実物があるらしいので、観光がてら、いつか 
行ってみたいです。 

連載 社長の小部屋

衛生委員会より 

～自転車用ヘルメットの着用について～ 

 

Q1.作り歴はどのくらいですか？ 
Ａ1．木造帆船模型は 10 年前くらい前から始めました.。 

Q3. 魅力はなんですか？ 
Ａ3．魅力は渓流魚の美しさですね。ヤマメはパーマーク（体の模様）がとても綺麗です。渓流の轟音やセミの鳴き声、風など
大自然を体で感じるのもとても気持ちいいです。 

Q4. 今までで一番の大物はなんですか？
A4．鳴子温泉で 40 ㎝以上のニジマスを釣れて、南蛮漬けにして食
べました。 

Q5. 失敗談はございますか？
A5．川石のこけで滑って盛大に転んだことです。。。 

Q7．最後に皆さんに上手に釣れる方法を教えてください。 
Ａ7．渓流の餌釣りは魚の顔の前にいかに餌を流せるかで釣果が決ま
ります。良い釣りを！ 

Q2. きっかけは何だったのでしょうか？ 
Ａ2．子供の頃こち亀で読んだ話しがきっかけでした。 

Q6．模型作りにおいて気を付けていることはありますか？ 
Ａ6．マニアックで伝わりませんが、船体の曲線美に気をつかっています！

Q6．自慢の釣り道具を紹介してください。
Ａ6．最大で 7ｍの竿を持っています。今年は「ちょうちん釣り」という
方法で釣行したいと思っています。 

Q4. 一番大変だった作品はなんですか？ 

A4．いま製作中のソブリンオブザシーズという船です。約 400 年前のイ

ギリス船だそうです。. 

くるみです♪ 


